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持続緩徐式血 液浄化装置

山　下　芳　久

埼玉 医科大学附属病 院　血液浄化部

A ．JUN ・500 （ウベ メ デ ィ カ ル ）

　　 TR ・520 （東 レ メ デ ィ カ ル ）

1，装置 の 特 徴 ・概要 （図 1）

　 ・持続 緩徐 式 血 液浄 化法で あるCHD ・CHF ・CHDF

を施行することが で きる．また，マ ニ ュ アル 操作も可 能

で ある．

　 CHD ：持続 緩徐式血液透 析法

　 CHF ：持続 緩徐式血 液濾過 法

　 C卜IDF ：持続緩徐 式 血 液濾過透析 法
・本 装置 に は コ ン パ クトに 5 つ の ポ ン プ が組 み 込まれ

て い る，血 液ポ ン プ ，透析 液ポ ン プ ， 濾 液ポンプ ， 補

液ポ ン プ ，シ リン ジポ ン プ

・治療モ ード（CHD ・CHF ・CHDF ）により動作させ るポ

ン プを限 定させ ることが で きる，

・血 液ポ ンプ，透析 液ポ ン プ ，濾 液ポン プ，補液ポン

プ は ス ロ
ー

ス タ
ー

タ
ー

方 式 をとっ て い る，

・ポン プの 流量 設定 は数値設 定方 式で ある．

・シ リン ジポ ン プ には ，20・30・50mlの シ リン ジを用い る

こ とが で きる．

・操 作パ ネル に は 液晶デ ィ ス プ レ イを採 用し ， 液晶 画

面 を見なが ら警 報圧力 や運 転条件 の 設 定 ・モ ニ タ
ー

表示 を行う．

・治 療 中次の 項 目を液 晶画 面 に モ ニ タ
ー

表示 する．

各圧 力 ：モ ジ ュ
ー

ル 入 口 圧 ， 返 血圧 ，濾 過 圧 ，TMP

各積 算 流量 ：透析 液 ， 濾液 ， 補充液 ， 水収 支の 状況

・動 作点検 の 機 能を設 けた の で 使用 前 後の 点 検や定

期的な保守管理 に役立 っ ，

・安全 対策として ， 次 の 警 報機 能を装備 して い る．

キ
ー

ワ
ー

ド ： 流 量 計 量 ，流 量 の フ ィ
ードバ ッ ク 制御 ，

モ ジ ュ
ー

ル 入 口 圧 上 限 危 険 域 警 報 ，透 析 液 プ レート温 度

過 上 昇警報．CHD ，　 CHF ，　 CHDF ，重量 分 割 測 定方式，
積算量 フ ィ

ー
ドバ ッ ク 方式，動脈圧 ・静脈圧 ・濾 過 圧 異

常上 限警報

日 本ア フ ェ レ シ ス 学 会雑誌

下記 の 警 報が発 生すると，警報音を鳴らし，警報ラン

プを点滅させ ，液 晶画面 に エ ラー
メッ セ ージを表示 し

て ，報知 す る と共 に ，エ ラ
ー

内 容 に よ っ て は装置 運 転

を
一

時 中断する．

　ブ ラッ ドア ク セ ス 閉 塞検知 用 陰圧 警報

　 ロ
ー

ラ
ーポ ンプの ポ ン プ ヘ ッ ド開閉警報

　モ ジュ
ー

ル 入 口 圧 ， 返 血圧 ，濾 過圧 ，TMP 圧 力 監

　　視警報

　シ リン ジポ ン プ 液切 れ，閉塞 警報

　透析液 ， 補液切れ 警報

　気 泡警 報

・本 装置は ， 計量容器 を含む デ ィス ポ の 専用 回路 を

用 い るこ とによっ て 本来 の 機能を発揮 す る ．

2．流 量 バ ラ ン ス 制御 （図 2）

2．1　流量計量

　 　 図 1JUN −500 （ウ ベ メ デ ィ カ ル ）

　　　　 TR−520 （東 レ メ デ ィ カ ル ）
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流 勲計 量 機 構 （濾液ボ ン ブ）
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図 2　JUN−500
，
　 TR−520 の流量 バ ラ ン ス 機構

　 流 量 計 量 に っ い て は ， 流 量 精 度を向 上 させ るた

め ， 濾 液 ， 透析 液お よび 補液に つ い て は専用 の 計量

容器 を用 い て 容量式 で 流 量計 量を行 っ て い る，

・計量は 「監視 」ON の 場合 の み 行う．

・設定で ，計量器を「使 わない 」を選択した場合は ，計

量動作 は行わない ，

・透析 液等 の 供 給で ，ボ トル を吊 り下 げな い 方式 （低

い 位 置にタ ン クをセ ッ ト）の 場 合 は ， 計量器 は 使 えな

い の で ，「使 わな い 」を選 択．

・計量 は 「監視」ON の 期 間の み 行う．

・積算流量も「監視」ON の 期間だ け積 算され る．

・運転 の 途 中で ，「監視」OFF され ると，そ の 間 の 流量

284

は積算されない ．

　　 2．2　流量 の フ ィ
ー ドバ ッ ク 制御

　
・流 量の フ ィ

ードバ ッ ク制御 は ，濾 液 ， 補液 ， 透 析

液 に つ い て は ， そ れ ぞ れ 個別 に 流量 を実測 し ， 設 定

した流 量を確保 するように フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御 を行 う．

・具 体 的に は ， 時 々 刻 々 の 流量 を設 定 流 量 にす るの

で はなく，理 論積 算流量 （＝設 定 流量 × 経過 時 間 ）と

実測 した積算流量 との 差 をなくすた め にポ ン プ流 量

を制 御 して い る．

・積 算 流量 の 差 をなくす た め にポ ン プ 流 量 を制 御 す

るが
， 制御幅 は設 定 流量 の 5 ％を限度 にして お り流

量 バ ラン ス が大きくくず れ な い ように配 慮 して ある．
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3．CHD ・CHF ・CHDF の 専用回路図

図 3に 回路図を示 す ．

4．操作性の ポ イ ン ト

　濾液計 量の 手 間を省き，正 確 な水分 バ ラン ス の 管

理 を容 易 にするJUN −500 は ，コ ン パ クトな シ ス テ ム で

幅広 い 血液浄化療法 に対応する，
・濾液計量の 必 要 がない

濾液ポ ン プ流量を正 確 に 計測 し， 積算流量 を表示 す

るの で ， メス シ リン ダに よる面 倒 な濾液 計量か ら解 放

され る．さら に ，計測 結果 をポ ン プ 回転 数 に フ ィ
ー

ド

バ ッ ク制御 して い るの で ，濾 過圧が 変化しても一定の

濾 液量が得られ る．
・正 確な水分 出納 管理

濾 液と同 じく， 補充液，透析液 の ポン プ に つ い ても正

確 に流量 を計測し
， そ れ ぞれ の 積 算流量お よび水 分

［

驪
下
ー
 

出 納 を表 示 する．また ， 補充液，透析 液ポ ン プにお

い て もフ ィ
ー

ドバ ッ ク制御 をして い るため 厳 密 な水分

出納 の 管理 が容 易 に で きる．

・簡 単な流量設 定

ポ ン プ流 量は ，デジ タル 設 定方 式なの で ， 早 く確 実

に 希望の 流量に設 定で きる，

5．使 用上 の 注 意点

（

　
・計量制御ポー

トには，使用の 都 度 ， 新しい 指定の

疎水性保 護フ ィル タを必 ず付 け て 使用 すること．装置

内 に 水 が入 っ たり， 計 量 が 正 しく行 われ なくなるた

め．

・CHDF お よび CHD モ
ー

ドで は ，濾 液流量 く 透析液

流量 になるような流量設定または 運転操作 をすると，

注意報また は警 報を発 するが，指示 され た運 転 を行

うため に 十分な注意を要 する．
・治療 中は 必 ず ，

「監視」ON の 状 態 （「監 視LED 」（緑

色）が 点灯）で使用 すること．

持続的血液透析取付図 CHD
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6．異常時 にお ける対処法

　　6．1　ブラ ッ ドア ク セ ス 警報

　 警報内容 ：陰圧 セ ンサー
が作動

　・ブラッ ドア クセ ス 不 良

対処 は ，留 置カ テ
ー

テ ル 内 の 血液凝固 ， 変形などに

よるた め
， 留置カテー

テ ル の 交換 （入 れ 替え）が必要

に なる，

・患者が 動くなどで脱血 不 良が発 生

対 処 は ，留置カテ
ー

テ ル の 先が血 管 内壁 に接触など

をお こ し，脱血 孔 の 閉鎖 が お こるため ，シ リン ジ を用
い て フ ラッ シ ュ と位置調整を行 い

， 患者 が少 々 動い て

も脱 血 良好な位 置に て 固定する．また，患者 の 動 き
が激 しい 場合は

， 抑制も考慮 する．
・脱血ライン がキ ン クまた は つ ぶ れて い る

対処 は ，血液 回 路脱 血 側の 先端か らピ ロ ーまで の 間
の どこか がキ ン ク・

つ ぶれ ・折れ まがりなどで 閉塞 して

い るた め
， そ の 部分を見 つ け て伸 ばし ， 亀裂 ・損 傷 ・

変形 などが ない かよく確 認 し， 同 じようなことが起 こら

ない ように血 液回 路を固定する，また ， 血 液回 路が不

良となっ て い た場合 は交換する．
・ピロ ーが 正 しくセ ッ トされ て い ない

， 変形 して い る

対処 は ，セ ッ トが不 良なため ，ピ ロ ー
を正 しくセ ッ トす

る．また
， 変形 して い る場 合 は不 良品な の で 血 液 回

路を交換する．

　 6．2　モ ジ ュ ール 入 ロ圧上限 危険域警報

警報 内容 ；入 ロ 圧 が設 定され て い る上 限停 止圧 を越

えた

・濾過器 の 目詰まり

対 処は ，中 空 糸 の 血 栓 の ため ，濾過器 を交換する．
・返血 側 の クロ ッ テ ィン グ

， ブラッ ドア クセ ス 返血 側 の

つ まり，

対処は ，血 液回路返血側の 血栓 の ため，血液 回路を

交換する．ブラッ ドアクセ ス 返血側の つ まりの ため ，シ

リン ジを用い て位 置調整 しなが らカテ ー
テ ル 内の つ ま

りの原 因物 質を取り除く，不 可能な場合 は 留置カテ
ー

テ ル を交換 （入 れ 替 え）する．
・血液回 路の キ ン ク

対処 は ， 血 液回路動脈側 の 動脈チ ャ ン バ ー
か ら留置

カテーテ ル 静脈側 先端 まで の 間 の どこか が キ ン ク ・つ

ぶ れ ・折れ まが りなどで 閉塞 し て い るた め ， そ の 部 分

を 見 つ けて伸 ば し，亀 裂 ・損傷 ・変形 などがな い か よ

く確 認 し，同 じようなこ とが 起こらな い ように血 液回 路

を固定する．また，血液回路 が不 良となっ て い た場合
は交換する．

　 6．3　気 泡セ ン サ 作動警報

　 警報 内容 ：所 定量以 上の気 泡が通過 ， 小 気泡でも

L2 秒間 の 積 算が所定量相 当に 達すれ ば動作 する

（注 ：流速に より感 度が変わる）
・所 定量の 気泡が通過（小気泡の 積算量が所定量に

なっ た）．

対処は ，気泡セ ン サを所定 量以 上 の 気泡が通過 した
ため ， こ の 気泡が体 内 に入 らない ように体 内とは 逆方

向の 静脈チ ャ ン バ ー
まで 移動させ ， そこで 気泡抜きを

する，

・血液 回路の 内壁に 気泡が付着して い る

対処 は，部位にもよるが静脈チ ャ ン バ ー
より後 （送血

側）の 血 液 回路の 内壁 に 気泡が 付着 して い る場合

は ， 静脈 チ ャ ン バ ー
まで 移動 させ ，そこ で気泡抜きを

する．静脈チ ャ ン パ ーより前の 血 液回路 の内壁 に気

泡 が付 着 して い る場 合は ，あわて る必 要なく血 液 回

路を叩 い て 動脈 ・ 静脈チ ャ ン バ ー
等に移 動させ 気泡

抜きをする．ただ し，動脈チ ャン バ ーから持続緩徐式

血 液濾 過器ま で の 気泡は 、 持続 緩徐式血 液濾過 器

に入 れ て しまうと中空 糸 が空 気塞栓 を起 こして しまう
の で ， こ の 部 分の 気泡は動脈 チ ャ ン バ ーまで移動さ
せ て気泡抜きをするようにする．
・血 液回 路が はずれ てい るか ，きちん とセ ッ トされて い

ない ．

対 処 は
， 血液 回路 が きちん とセ ッ トされ て い ない の

で，正 しくセ ッ トする．

7．おわ りに

　持続緩徐 式 血 液浄化装置 1台で CHDF をコ ン パ ク

トに 可 能 とした初 め の 装置で あり，CHF − 1に比 べ ても

安全性 ・機 能性 など総合 的に大きく進歩 して い る．こ

の 装置を使用するようになっ て から，持続緩徐 式血 液

浄化療法 の 件数が増加 してきたように思 える．

　　　　　　　　参 考 文 献

D 山本　＄ ： 持続的血 液濾過透析装置TR−520
， 日

　本 ア フ ェ レ シ ス 学会雑誌 ， 15 ： 213−217， 1996．
2）芝本 　隆 ： ll　−3−F− 10，ア フ ェ レ シ ス の 方 法 と

　機器 ； 使 用 装置 ： 東 レTR−520，ア フ ェ レ シ ス マ

　ニ ュ アル ，89−91，1999．
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図1JUN −505 （ウ ベ メ デ ィ カ ル ）

B ．JUN ・505 （ウ ベ メ デ ィ カ ル ）

1． 装置の 特徴 ・概 要 （図 1）

　 ・持続緩徐式血 液浄化 法であるCHD ・CHF ・CHDF

とそ の 他，ECUM ・PA ・DHP ・PEの 各 種血液浄化療 法

を施 行することが で きる．また ，
マ ニ ュ ア ル 操 作も可 能

で ある．

　CHD ：持続緩徐式血 液透析法

　 CHF ：持続緩徐 式血 液濾過 法

　 CHDF ：持続緩徐式 血 液濾過透析法

　 ECUM ：限外濾 過法

　 PA ：血漿 吸着法

　DHP ：直接血 液吸 着法

　PE ：血漿交換法

・本装 置 には コ ン パ クトに 5つ の ポ ン プが組 み 込 まれ

て い る．

　血液ポ ン プ ， 透析 液ポ ン プ ， 濾液ポ ン プ ，補液ポ ン

　プ ， シ リン ジ ポン プ
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・治療モ ード（CHD ・CHF ・CHDF ・そ の 他）により動 作

させ るポ ン プを限 定させ ることが で きる．

・血 液ポンプ，透析液 ポン プ，濾 液ポ ン プ ， 補 液ポ ン

プ は ス ロ ース タータ
ー

方式 をとっ て い る．

・ポ ン プ の 流量 設定 は 数値設 定方式で ある．

・シリン ジポ ン プには ，20・30・50mlの シ リン ジを用い る

こ とがで きる，

・操 作パ ネル に はカラ
ー液 晶デ ィ ス プ レ イを採用 し，

液 晶画面を見なが ら警 報圧 力 や 運 転 条件の 設 定 ・モ

ニ タ
ー表示 を行う．

・治療 中次 の 項 目を液 晶画面 に モ ニ タ
ー

表 示 す る．

各圧 力 ：モ ジ ュ
ー

ル 入 口 圧 ， 返 血 圧 ， 濾過 圧 ，TMP

各積算流量 ：透析液，濾 液 ， 補 充液

水収支 の 状況

・動作点検の 機 能を設 けた の で 使用 前後 の 点検や 定

期的な保守管理 に 役立 つ ．

・安全対 策として ， 次の 警報機 能を装備 して い る．

下 記 の 警報 が発 生すると，警報 音を鳴らし，警報ラン

プを点滅 させ ， 液晶 画面 にエ ラ
ー

メッ セ ージを表示 し

て ，報 知すると共 に，エ ラ
ー内容 に よっ て は装置 運転

を
一

時 中断する，

　ブ ラッ ドア クセ ス 閉塞検知 用 陰圧 警報

　 U 一ラーポ ン プ の ポ ンプ ヘ
ッ ド開閉警報

　 モ ジ ュ
ール 入 口圧 ，返 血 圧 ，濾 過圧 ，

TMP 圧 力 監

　　 視 警報

　 シ リン ジポン プ液切 れ ，閉塞警報

　透析 液 ， 補液切れ 警報

　気 泡 警報

・本 装 置 は，計 量容器 を含 む ディス ポ の 専用 回 路 を

用 い るこ とによっ て 本来 の 機能を発 揮 する．

日本 ア フ ェ レ シ ス 学 会雑誌

2．流量 バ ラ ン ス 制御 （図 2JUN −・500 ，TR− 520

　 の 流量バ ラ ン ス 機構 ）参照

　 2。1　流量計 量

流量 計量 に つ い ては ，流量 精度 を向上 させ るた め ，

濾 液 ， 透析 液お よび補 液 につ い て は 専用 の 計 量容

器 を用 い て 容量 式で 流量計量を行 っ て い る．

・計 量 は 「監 視」ON の 場合 の み 行う．

・設 定で ，計量器を 「使わ ない 」を選 択した場合は ， 計

量動作 は行わない ，

・透 析 液等 の 供給 で ，ボトル を 吊 り下 げな い 方 式 （低

い 位 置 にタ ン クを セ ッ ト）の 場合 は ， 計量器 は使 えな

い の で ，「使 わな い 」を選 択 ．
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・計 量 は 「監視」ON の 期間 の み 行う，

・積 算流量も「監視 」ON の 期 間だ け積算され る．

・
運 転の 途 中で ，「監視」OFF され る と，そ の 間の 流 量

は積算され ない ．

　2．2　流量 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御
・流 量の フ ィ

ー
ドバ ッ ク制御 は ，濾液 ，補液 ，透析液

に つ い て は，それ ぞれ個別 に流量 を実測 し，設 定し

た流 量 を確保 す るようにフ ィ
ー

ドバ ック制御を行う．

・具 体的 には ，時 々 刻 々 の 流量 を設 定流 量 にす るの

で はなく，理論積算流量 （＝設 定流量 × 経過 時間）と

実測 した積 算流 量との 差 をなくす ために ポ ン プ 流 量

を制御して い る．

・積 算流量 の 差 をなくすた め にポ ン プ 流 量 を制御 す

るが ，制御幅は 設 定流量 の 5 ％を限度 にして お り流

量バ ラン ス が 大きくずれない ように 配慮 して ある．

3．CHD ・CHF ・CHDF の 専用回路 図

返 血 圧 ・濾 過 圧 ・モ ジ ュ
ー

ル 入 口 圧 に 加 え ，外部圧

測定機 能 を追加 した，外 部圧 を追加 することにより，

今まで 以 上 巾広 い 血 液 浄化 療 法 に 対 応 で きる．

・EMC 規格適合 装置です ．

病 院 内 の 色 々 な場所 で 安 心 して 使用 で きる様 に BM

C規格 に適 合した装置 にした ．

5．使用上の 注 意点

・計 量制御 ポートに は ，使用の 都度 ，新しい 指定の 疎

水性保 護 フ ィ ル タを必 ず付 けて使 用するこ と．装 置内

に 水が 入 っ た り，計量 が 正 しく行わ れ なくなるた め ．

・CHDF お よび CHD モ
ー

ドで は ，濾 液流量 く 透析 液

流量 になるような流量設 定また は運転操作 をすると，

注意報 また は 警報 を発 するが ，指示 された運 転を行

うため に十分な注意を要する．

・治療 中は 必ず ，「監 視」ON の 状態 （「監 視 LED 」（緑

色）が点灯）で使 用す ること，

図 3に 回路 図 を示 す ．

6．異常時に お け る対処法

4．操 作性 の ポ イ ン ト

　JUN−505は
，
正 確 な流量計測で 低 流量か ら高流量

まで 広範 囲 に使 用で きるコ ン パ クト設計 の 血 液浄 化

用 装置 で各種血 液浄化 療法 に対 応す る．

・
カラ

ー液晶デ ィ ス プレイ （7，7イン チ）を採用

必 要な 画 面を ワ ン タ ッ チ で 簡 単 に表 示 で きる．例 え

ば ， 圧 力 表示 は 折線 グラフ ・バ ーグラフ や数字表 示

が 入 力 され るの で 施 設の 好 み の 画面表示 が で きる．

さらに ，積算量 と各圧 力を 同時表示 し経時 的観察を

可能 に した ．

・正 確な水分 出納管 理

JUNシ リーズ の 実績を基 に濾 液 補 充液 ・透析液 の ポ

ン プ流量 を計測 し厳密な水分出納 を管理 する．各ポ

ン プは ， 容積 計量方 式を採 用したフ ィ
ー

ドバ ッ ク制御

をして い る．

・キーロ ッ クを採 用

治療 中 に予期 せ ぬ キ
ー

接触 により，入 力値 の 変動 が

ない ように キーロ ッ クを採用し た．

・電 源遮 断警報機 能 付

忙 しい 治療現場 で 安 心 して 仕 事が で きるように，電源

コ
ー

ドの 抜 けや断 線 時 に警 報 が 鳴るように電 源 遮 断

警報機 能 を内蔵 した ，

・外部圧

　 6．1 　ブ ラ ッ ドア ク セ ス 警報

　警報 内容 ：陰圧 セ ン サ
ーが 作動

・ブラッ ドアクセ ス 不 良

対処 は ， 留置 カテ
ー

テ ル 内 の 血 液凝 固 ， 変形などに

よるた め，留置カテ
ー

テ ル の 交換 （入 れ 替え）が 必 要

になる．

・患者が動くな どで 脱 血不 良が発 生

対処 は ，留置カテ
ー

テ ル の 先が 血 管 内壁 に 接 触など

をお こ し，脱 血 孔 の 閉鎖が お こ る た め ，シ リン ジを用

い て フラッ シ ュ と位 置調 整を行 い ，患者 が少 々 動 い て

も脱血 良好 な位 置 に て 固 定 する，また ， 患者 の 動 き

が激 しい 場合 は，抑制も考慮する．

・脱血ライン がキ ン クまた は つ ぶれ て い る

対 処 は ，血液 回 路脱 血側 の 先端 か らピ ロ
ー

まで の 間

の どこ かが キ ン ク・つ ぶ れ ・折れ まが りなどで 閉塞 して

い るた め ，その 部分 を見 つ けて 伸 ばし，亀裂 ・損傷 ・

変形 などが ない か よく確認 し，同 じようなことが 起こら

ない ように 血 液 回 路を固定する．また ，血 液回 路が不

良とな っ て い た場合 は交換す る，

・ピロ
ー

が 正 しくセ ッ トされ て い ない ，変形 して い る

対 処 は ，セ ッ トが不 良なた め ，ピ ロ
ー

を正 し くセ ッ トす

る．また ， 変形 して い る場合 は 不 良 品 な の で 血 液回

路を交換する．
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　　図 3　CHD ・CHF ・CHDFの 専用 回路

＿繍

　 6．2　 モ ジ ュ
ール 入 ロ圧 上限 危険域警報

　警報 内容 ：入 口 圧 が 設 定 され て い る上限 停止 圧 を

越えた

・濾過器 の 目詰まり

対 処 は，中空糸 の 血 栓の ため ，濾 過 器 を交換する．

・
返 血 側 の クロ ッ テ ィン グ，ブ ラッ ドア クセ ス 返 血 側 の

つ まり

対処 は，血 液 回路返血 側 の 血栓 の ため ，血 液 回路を

交換 する．ブ ラ ッ ドア クセ ス 返 血 側 の つ まりの た め ，シ

リン ジを用 い て 位置調整 しなが らカテ
ー

テ ル 内 の っ ま
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りの 原 因物 質を取 り除く， 不 可 能 な場 合 は 留置 カ テ

ー
テ ル を交換 （入れ 替え）する．

・血 液回 路の キン ク

対処 は ，
血 液回 路動 脈側の 動脈 チ ャン バ ーか ら留置

カテ
ー

テ ル 静脈側 先端まで の 間の どこか がキ ン ク
・
つ

ぶ れ ・折れまが りなどで 閉塞 して い るため ，そ の 部分

を見 つ けて 伸 ば し，亀裂 ・損傷・変形 な どが な い か よ

く確認 し，同 じようなことが起 こらない ように血 液 回路

を固定 する．また ， 血 液回 路が 不 良とな っ て い た 場合

は交換する，

　 6．3　気泡 セ ンサ 作動警報

　 警報 内容 ：所定 量以 上 の 気泡 が通過 ，小気 泡で も

1，2秒 間 の 積算 が所定 量相 当に達 す れ ば動作 す る

（注 ：流速により感度が変わる）
・所 定量 の 気 泡が 通 過 （小 気 泡の 積算量 が 所 定量 に

なっ た）

対 処は，気 泡セ ン サを所 定量 以上 の 気 泡が 通 過 した

ため，この 気泡 が体 内に 入 らない ように体 内 とは 逆方

向 の 静脈チ ャ ン バ ーまで 移動させ ，そ こ で 気 泡抜きを

す る．

・血 液 回路 の 内壁 に気 泡が付 着し て い る

対 処 は ，部位 にもよるが静 脈チ ャ ン バ ーより後 （送 血

側 ）の 血 液 回路 の 内 壁 に 気 泡 が 付 着して い る場 合

は ， 静脈チ ャ ン バ
ー

まで 移 動させ ，そ こで 気泡抜きを

する．静脈チ ャ ン バ ーより前 の 血 液 回路の 内壁 に気

泡 が付 着して い る場 合 は ， あわて る必 要 なく血 液 回

路を叩 い て動脈 ・静脈 チ ャ ン バ ー等 に移動 させ 気泡

抜きをす る．ただ し ， 動 脈チ ャ ン バ ー
か ら持続緩 徐式

血 液濾 過 器 まで の 気 泡 は ，持続 緩徐 式血 液濾 過器

に 入れ て しまうと中空 糸 が空 気 塞栓 を起 こ して しまう

の で ，こ の 部分 の 気泡 は 動脈 チ ャ ン バ ーまで 移動 さ

せ て 気 泡抜きをす るようにする．

・血 液回路が はず れ て い るか ， きちん とセ ッ トされ て い

ない

対 処 は ，血 液 回 路が きちん とセ ッ トされ て い な い の

で ，正 しくセ ッ トする．

7． お　 わ　 り　 に

　最近 承認 を取 っ た ばか りの 最も新しい 装置で ， 低

流量 か ら高流量 まで広 範囲 に使 用 で き ， 各種血 液浄

化 療法 に対応 す るコ ン パ クトな 血液浄 化装置 で ある．

カラ
ー液 晶 デ ィス プ レ イも 7．7イ ン チ と大 きく，こ れ か ら

期 待 され る装 置 である．
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図 1JUN −600 （ウ ベ メ デ ィ カ ル ）

　 　　 　TR−530 （東 レ）

C．JUN ・600 （ウ ペ メ デ ィ カ ル ）

　 TR ．530 （東 レ ）

1．装置の 特徴 ・概 要 （図 1）

　 ・持続 緩徐式血 液浄化 法であるCHD ・CHF ・CHDF

を施行す ることが できる．また ，
マ ニ ュ ア ル 操作も可能

で ある．

　 　 CHD ：持続 緩徐式 血 液透析 法

　　CHF ：持 続緩 徐 式 血 液濾 過 法

　 　 CHDF ；持続緩徐 式血 液濾 過透析法

・本 装置 に は コ ン パ クトに 5 つ の ポ ン プ が組 み 込 まれ

て い る．

血 液 ポ ン プ ，透 析 液ポ ン プ ，濾液 ポ ン プ
， 補液 ポ ン

プ ，シ リン ジポ ン プ

・治療 モ
ード（CHD ・CHF ・CHDF ）により動作 させ るポ

ン プ を限定させ るこ とができる．

・血 液ポ ン プ ， 透 析液 ポン プ ， 濾 液ポ ン プ ， 補液ポ ン

プ は ス ロ
ー

ス タ
ー

タ
ー方式をとっ て い る．

・ポ ン プの 流量 設 定は数 値 設 定方 式 で ある．

・シ リン ジポ ン プ には ，20 ・30・50mL の シ リン ジを用 い

ることが できる．

・操作パ ネル に は液 晶ディス プレ イを採用 し，液 晶画

面 を見 なが ら警報圧 力や運 転条件 の 設 定 ・モ ニ ター

表示 を行う．

・治療中次 の 項 目を液 晶画 面に モ ニ タ
ー表示 する．

各圧 力 ：モ ジ ュ
ール 入 口 圧，返 血 圧 ，濾 過圧 ，TMP

各積算 流量 ：透 析液 ， 濾 液，補充液，水 収支の 状 況

・動 作点検 の 機 能を設 けた の で 使用 前後 の 点検や 定

期的な保守管理 に役立 っ ，

・安全 対策 として ，次の 警報機能を装備して い る，

下記の 警報が発 生すると， 警報音を鳴らし，警報ラン

プを点滅させ ，液 晶画 面 に エ ラ
ー

メッ セ ージを表 示し

て ， 報知 すると共に ，エ ラ
ー

内容 によっ て は装置運 転

を
一

時 中断する．

　ブラッ ドア クセ ス 閉塞検 知用 陰圧 警報

　 ロ ーラーポ ン プ の ポ ン プ ヘ ッ ド開閉警報

　モ ジ ュ
ール 入 口 圧 ， 返 血圧 ， 濾過 圧 ，TMP ，外部

　　圧 の 圧 力 監 視警報

　シ リン ジポ ン プ液切れ ，閉塞 警報

　透析液，補液切 れ警 報

　気 泡警報

　ウオ
ー

マ 扉 開閉警報

　ウオ
ー

マ 液 出 口 温 度 警報 ，
ヒー

タ
ープ レ

ー
ト温 度

　　警報

・本 装置 は ， 計 量容器 を含む ディス ポ の 専用 回路 を

用 い ることによっ て本 来 の 機能 を発揮する．

2．流量 バ ラ ン ス 制御 （図 2）

A ．JUN −500，TR −520の 図 2を参照

　 2．1　流量計量

　流 量 計量 に っ い て は ， 流 量 精度 を向上 させ るた

め，濾 液，透析液 お よび 補液 に っ い て は 専用 の 計量

容器 を用 い て容 量 式 で 流量計量を行 っ て い る．

・計量は 「監視」ON の 場合の み 行 う．

・設 定で ，計量 器を 「使わ ない 」を選 択した場合 は ，計

量 動 作は行わ ない ．

・透析 液等 の 供 給で ，ボトル を吊 り下 げない 方式 （低

い 位 置に タン クをセ ッ ト）の 場合 は ， 計量 器 は 使 えな

い の で ，「使 わな い 」を選 択．

・計量は 「監視」ON の 期 間 の み行 う．

・積算 流量も 「監 視」ON の 期間だ け積 算され る．
・運転 の 途 中で ，「監 視 」OFF され ると，そ の 間の 流 量

は 積算 され ない ．

　2．2　流量 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御
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・流量 の フ ィ
ー

ドバ ソ ク制御は ，濾 液，補液，透析 液

に つ い て は ，それぞれ個別 に流 量を実測 し，設 定し

た流量 を確保するように フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御を行う，

・積算流 量 の 差 をなくすた め に ポン プ流量 を制御す

るが ，制御 幅 は 設定 流量 の 5％ を限度 に して お り流

量 バ ラン ス が 大きくくずれない ように 配慮 して ある．

3，CHD ・CHF ・ CHDF の 専用 回路図

A．JUN−500，　TR −520の 図 3を参照 ．

4．操作性の ポイ ン ト

　大流量 を必 要 とする病態の 治療 に対応 した持続 的

血 液浄化用 装置で す．

・透析液 ，補液 ，濾 液の 各ポ ン プ の 最 大 流量 は 4倍で

精度 は従来通 り．（jUN−500比）

・プ リン タ ー内蔵 に よ り運 転 記録 が 常時確 認 で きる．

・透析液，補 液用にそれ ぞれ 加 温器 を内蔵 した．

・停電 時 ，
バ ッテ リ

ー
の 内蔵 により血 液ポ ン プ の 運 転

が 可 能である．

5．使用上 の 注意点

　 ・計 量制御ポ ートに は ，使用 の 都度 ，新 し い 指定の

疎水性保 護フ ィ ル タを必ず付けて使 用すること．装置

内 に 水が入 っ た り， 計量 が正 しく行 われ なくなるた

め ．

・CHDF お よび CHD モ
ー

ドで は ， 濾 液 流量 く透 析液

流 量 になるような流量設定または運 転操作をすると，

注 意報または 警報を発するが ，指示 され た運 転を行

うため に十分な注意を要す る．

・治療 中は 必 ず ，「監視 」ON の 状 態 （「監視 LED 」（緑

色）が点 灯）で使用すること．

6．異常時に おけ る対処法

対処 は ，留置 カテ
ー

テル の 先が血管内壁 に接触 など

をおこ し，脱血 孔 の 閉鎖 がお こるた め ，シ リン ジを用

い て フ ラッ シ ュ と位置調整を行 い
， 患者が 少 々 動 い て

も脱 血 良好 な位 置 に て固 定す る．また ，患者 の 動き

が激 しい 場合 は ，抑制も考慮する。

・脱血 ライン がキ ン クまたは つ ぶ れて い る

対処 は ， 血液 回 路脱 血側 の 先端か らピロ
ーまで の 間

の ど こか が キ ン ク・つ ぶ れ ・折れ まが りなどで 閉塞して

い るた め，そ の 部分 を見 つ けて 伸 ば し，亀裂 ・損傷 ・

変形などがない か よく確 認 し，同 じようなことが 起こら

ない ように血液 回 路を固 定す る．また ， 血液回 路 が不

良となっ て い た場 合は 交換する．

・ピ ロ
ー

が正 しくセ ッ トされ て い な い
， 変形 して い る

対処 は ，セ ッ トが 不 良なため ，ピ ロ
ー

を正 しくセ ッ トす

る．また ，変 形 して い る場 合 は不 良品なの で 血 液 回

路を交換す る．

　 6．2　モ ジ ュ
ール 入 口圧上 限危 険域 警報

　 警報 内容 ：入 口 圧 が 設 定され て い る上 限停 止 圧 を

越 えた

・濾過 器 の 目詰まり

対 処 は ，中空 糸 の 血 栓の た め ，濾過 器 を交換す る．

・返 血 側 の クロ ッ テ ィ ン グ ， ブ ラッ ドア クセ ス 返 血 側 の

つ まり

対処 は ，血 液 回路返 血 側の 血 栓 の ため ，血 液 回路を

交換する ．ブラッ ドア ク セ ス 返 血 側 の つ まりの た め ，シ

リン ジを用い て位 置調整 しなが らカ テ ーテ ル 内の つ ま

りの 原 因 物 質 を取 り除 く， 不 可 能な場合 は留 置 カテ

ーテ ル を交換 （入 れ替え）する．

・血液 回路 の キ ン ク

対処は ，血液 回 路動脈側 の 動脈チ ャ ン バ ーか ら留置

カテ
ー

テ ル 静脈側 先端 まで の 問の どこか がキ ン ク・つ

ぶ れ ・折れ まが りなどで 閉塞して い るた め ，その 部 分

を見 つ けて 伸 ば し，亀裂 ・損傷 ・変 形な どがな い か よ

く確 認 し，同じようなことが 起こらない ように血 液回 路

を固定する．また，血 液回路 が不 良となっ て い た場 合

は交換する．

　 6，1 　ブ ラ ッ ドア クセ ス 警報

　警報 内容 ：陰圧 セ ン サ
ーが 作動

・ブラッ ドアクセ ス 不 良

対 処 は ， 留 置カテ
ー

テ ル 内の 血 液凝 固 ， 変形 などに

よるため ， 留 置カテ
ー

テ ル の 交換 （入 れ 替え）が 必 要

になる．

・患者が 動くなどで 脱 血不 良が発 生

292

　 6．3　気泡 セ ン サ 作動警報

　警報 内容 ：所 定量 以 上 の 気泡が 通 過 ， 小 気 泡で も

1．2秒間 の 積算が所定 量相 当に達 すれ ば動 作 す る

（注 ：流速 により感度が 変わる）

・所定量 の 気 泡が 通 過 （小 気泡 の 積 算量 が 所 定量 に

なっ た）

対 処 は，気泡セ ン サを所定量以 上 の 気泡が通 過 した
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ため ，
この 気 泡が体内 に入 らない ように体内とは 逆方

向 の 静脈 チ ャ ン バ ーまで移動させ ，そ こ で 気泡抜 きを

す る．

・血液回 路の 内壁に気泡が付着して い る

対処 は ，部位 にもよるが静脈 チ ャ ン バ ー
より後 （送 血

側 ）の 血 液 回 路 の 内壁 に気 泡が付 着 して い る場 合

は，静脈チ ャ ン バ ー
ま で 移動 させ ，そ こ で 気泡抜きを

す る，静脈チ ャ ン バ ーより前の 血 液回路 の 内壁 に気

泡が 付 着 して い る場 合は ，あわ て る 必 要なく血 液回

路を叩 い て動脈 ・静脈チ ャ ン バ ー等 に移動させ 気泡

抜きをする．ただし，動 脈チャ ン バ ーから持続 緩徐式

血 液濾 過器 ま で の 気泡 は ， 持続緩 徐式 血 液濾 過器

に入 れ てしまうと中空 糸が 空 気 塞栓 を起こ してしまう

の で ，こ の 部分 の 気 泡は 動脈 チ ャ ン バ ー
まで移動 さ

せ て 気泡抜きをす るようにす る，

・血 液回路が は ずれ て い るか ，きちん とセ ッ トされ て い

ない

対 処 は ，血 液 回 路 が きちん とセ ッ トされて い ない の

で ， 正 しくセ ッ トする，

　 6．4　透析 液プ レ
ー

ト温度過 上昇警報

　警報 内容 ：プ レ
ー

トの 温 度が 上 が りすぎて い る

・バ ッ グが 装着 され て い ない （正 しくセ ッ トされ て い な

い ）

対 処 は ，
バ ッ グの 装着 状態 を確認 し，装着 状態 が不

良な場合 は正 しく装着させ る．

7　おわ りに

　jUN −500をさらにグ レ
ー

ドア ップ し， 加 温 器とプリン

タ ーを内 蔵 した 装置 ，最大 流量 は JUN −500 の 4倍 で

精 は従来 通 り高く， 適応 疾患 の 巾を広 げた装 置で あ

る．只 ，少 し装置が 大き過 ぎるように思える．

　　　 　　　　　 参 考 文 献

山根 慎 滋，石井 祐行 ，織 田 成人 ： L3 −F−12， ア

フ ェ レ シ ス の 方 法 と機器 ； 使用 装置 ： ウベ 循研

JUN −600 ， ア フ ェ レ シス マ ニ ュ アル ，95−97，1999．

D ．ACH ・10 （旭メ デ ィ カ ル ）

1．装 置の 特徴 ・概 要 （図 1）

耄

争詐

尸‘「事鞭 ・
ξ

組

離憎

踟

気泡練翅ノケラガ

ヴ

図 1ACHIO （旭 メ デ ィ カ ル ） の 外観及 び フ ロ
ー

図
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濾過

重量計

図 2　ACH− 10の 濾過 ポ ン プ制御系

・持続緩 徐式血 液 浄化 法で あるCHD ・CHF ・CHDF を

施行 する ことが で きる．また
，

マ ニ ュ ア ル 操 作も可 能

である

　　CHD ：持続緩徐 式血 液透析法

　　CHF 二持続緩徐式血 液濾過 法

　 　 CHDF ：持続緩徐式 血 液濾 過透析法

・本 装置 に は コ ン パ ク トに 5つ の ポ ン プ が組 み込 まれ

て い る．血 液ポ ン プ ，透 析液 ポ ン プ，濾過 ポ ン プ ， 補

液ポ ン プ
，
シ リン ジポ ン プ

・分割計 量お よび積 算量フ ィ
ー

ドバ ッ ク方式 の 組合せ

により， 各ポ ン プを高 い 精 度で 制御し ， 振動による影

響もない ，

・回 路装 着部 の
一

面配 置や プライミン グ補 助機 能 ， チ

ャ ン バ 液面 調整 機構 に より簡 単に 速 やか に 治療を開

始 できる，

・安全機 能 と し て ，気泡検知器 ，採血 陰圧 モ ニ タ，

各 ライ ンの圧 力計，補液 ・透析液 の液切 れ検知 器

な どを備 え て い る ，

・専用加 温器 が 装備 され て い る ．

　 ACH − 10の 補液，濾過 ，透析液 の 各 ポ ン プ は重 量

測定 により制御 されますが ，従来方式 の ようにセ ッ トし

た補液 の 全 重 量 や濾過 液バ ッ グの 全重 量 を測 定す

るの で はなく，
一定量 に分割して計測 することで外 乱

の 影響を受 けず に高 い 精度で 流量 を制御 する こ とが

で きるようにな っ て い る．

　 2．1　重量分割測 定方式 （図 2）

　 ACH − 10の 流量 制御方 式を濾過 ポ ン プ の 制御を例

にとっ て 説 明 する．図 2は 濾 過 ポン プ制御 系の 構成

およびフ ロ ーを示す ．濾 過 ポ ン プで濾 過 器か ら抽 出

した濾 過液 は い っ たん 重 量計測 バ ッ グ へ 貯 留され，

所定 の 量貯留 され た後に バ ル ブを開い て捨 てられ る

ように な っ て ます ．重 量計 測 バ
ッ グは 約 500mL の 濾過

液を貯留す るこ とが で きます が ，通常は 150mL か ら35

0mL の 間で制御 される。すなわち，重量計測バ ッ グ中

の 補液また は透析 液 の 減 少量を測定 しなが ら各 ポ ン

プ を制御 し，重 量計測 バ ッ グが 150g以 下 に なれ ば35

0gになるまで バ ル ブを開 い て各液を充填するように動

作す る，

　 こ の 流量制御方 式に は以下の 特長がある．

・分割計測 することで 重量計測の フ ル ス ケ
ー

ル を小 さ

くで き，測定誤差 が少なくなる，（複数 の 補液あるい は

透析 液 バ ッ グ の 重 量を直接 測定す る従来 方式で は 1

0kg程度の フ ル ス ケ
ー

ル となり測定誤差も大きい ）．

・透析液 ， 補液 の バ
ッ グ追加 や 交換を い つ で も行 える

（従 来方式 で は 各液の 追加 交換時に重 量 が変化す

るため装 置0）停止 や リセ ソ ト等煩雑な操作 が必 要とな

る），

　 22　積算量 フ ィ
ー

ドバ ッ ク方 式

　重 量 分割 計測方 式で の 誤 差補 正 は ， 実流 量 ＝ 設

定流 量とするため 補正 前 の 誤 差 は 蓄積 する．また，

チ ュ
ーブ の 経時的劣化 による誤 差も生じる．この た め

実流量を設 定流 量に等しく制御する の で はなく， ポ ン

プ駆 動 後 の 積算量 が設 定流 量 による理 論 積算値 （設

定 流 量 × 経過 時 間）に
一

致させ る ようポ ン プ の 回 転

速度を制御 する．そ の 結果 ，濾 過 量 は理 論積 算値 に

近づ くように コ ン トロ ール され る．補液 ポ ン プ お よび透

析 液 ポ ン プ にお い て も同様 の 制 御 を行 う．異 なる点

は 計測 バ ッ グの 重 量が約 150gで バ ル ブ を開き，液 の

補充を行 い ，約 350gで バ ル ブ を閉じ る点で ある．

2．流量 バ ラ ン ス 制御 3．CHD ・CHF ・CHI ）F の 専 用 回路 図
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図3　ACH−10の 専 用回路

図 3に回 路 図 を示 す ，

4．操作性の ポ イ ン ト
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ACH − 10は，　CHF ，　CHD ，　CHDF の 3つ の 治療 を 自

動 で行 うことがで きる．全て の 機構 を使 うことで CHDF

が 実施で き，透析 液ライン の 機構 を使 用 しなけれ ば C

HF ，補液ライン の 機 構を使 用しなけれ ば CHD が 実施

で きる，こ れ らの 3つ の 治 療モ ードで は ，各 ポンプが

前述した方法で 制御 され ると同時に ，各ライン の 圧力

などの モ ニ タ
ー

機 能や警 報 ・イン タ
ー

ロ ック機能により

安全性 を確 保 し て い る．また
，
ACH − IOに は 上 記 の 3

つ の 治療モ
ー

ド以外 にも各 ポン プを単独 で動 作でき

るモ ードがあり，こ の モ
ー

ドで は 重 量 計 による流量 制

御 は行 わない が ，ス タッ フ に よる濾 過液 量 や補液量

の 監 視の 下 で 汎用 の ポ ン プとして使 用で きる．したが

っ て 施行 中 には十 分な 流量 バ ラン ス の 観察 が必 要 と

なる．

　 4．1　血 液 回路等 の 装 着

　 ACH − 10で は ，前面パ ネ ル で 各液 の 流れ が で きる

だけ簡 単に 解るように ， 各ポ ン プ や検 出器を配 置して

い る．また，フ ロ
ー

を示 すガ イド図 をパ ネ ル に 印刷 し，
一

目で 回路や濾過器 の 装 着位 置が確認 で きるように

した ，さらに ， 各ポ ン プ に は ロ ータの 前部 へ 引掛 けた

チ ュ
ーブを内部 へ 巻 き込 む 機構 を採 用 し，簡 単に チ

ュ
ーブが セ ッ トで きるようにした ，

　 4．2　プ ラ イ ミ ン グ補助機能

　 回 路 の 装着 を簡 単に するこ とに加 え ，ACH −10で

は そ の プ ライミン グ作業 の
一

部を 自動 化 し，で きるだ

け速やか に治療 に移れ るように 配慮し て い る．前述の

3つ の 治療 モ
ー

ドに お い て ， 補液 ，透析 液および 濾

過 ポ ン プ へ の 液 の 導入 ，濾過器 血 液ライン の 生理食

塩水 による洗浄 お よび置 換を 自動 で 行 う．しか し，最

終的 に は エ ア
ー抜きの 程 度など確認を要す ，

　 4．3　チ ャ ン バ 液面調 整機 構

　 長期 間 治療 を続 け て い ると ， 動 脈お よび 静脈 チ ャ

ン バ の 血 液 レ ベ ル が 変化 してきます ．従 来は 圧カセ

ンサか らライン を外 して 鉗子 を開け 閉め しな が ら調整

を行 っ た りと熟練 を要しました が ，ACH − 10で は液 面

を簡 単に 調整 できる機 構 を設 けた ．各チ ャ ン バ の 横

に あるス イッ チ を上 下 す るだ けで 液 面 を上 下 に 調 整

することがで きる，

　 4．4　操作 パ ネ ル

　 頻 繁 に使 う表 示 器 や ス イ ッ チ に 限 定 して シ ン プ ル

な配 置 に した ，また ，タッ チ ス イ ッ チ 付 きの 液晶表 示

器を 設け て ，モ
ー

ドの 選 択 ，警報 の 内容 の 表 示 ，施

設毎 の 細 か な 条 件 設 定 ， そ の 他 付加 機 能の 操 作等

に 利 用 して い る．誰 にも解 り易 く，なお 且 つ 熟練 した ス

タッ フ にはさらに 高度な操作が 行 えるように 配慮した ，
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5、使用上 の 注意点

・血液 回 路は必 ず専用回路を使用 するこ と．
・血液 回路 は各セ ン サーやクラン プ にきちん とセ ッ ト

す るこ ど セ ッ トが 不 十分 で あると作 動し な か っ た り，

作動 しても十 分に機能を発揮 しない ，

・警報 キ ャ ン セ ル の 機 能 は治療 中は絶対 に使 用 しな

い こと．本機 能 は修理や点検を行うときに の み使 用す

ること，

・本装 置の 電源 を切 断する前 に は ， 必 ず血 液ポン プ

の ス イッ チ をOFF に して か ら電源 を切 断する こと．次

に 電源 を投入 したときに ， い きなり血 液 ポ ン プが作動

することを防ぐため ，

6．異常時に お け る 対処 法

　 6．1　採血 不良警報

　警報 内容 ：採血 陰圧 モ ニ タで ，
ピ ロ

ー
が収縮し，設

定 値以 下に なっ たときに発 生

　　 く対 処 〉

　　　   ピ ロ
ー

が収 縮して い るか確認 する．

　　　  穿刺部分 に異常が 無い か確認 する，

　　　  血 液回路 に 異常が 無 い か確認 する ．

　　　   圧力 調整 ダイア ル を適切な位置 に調 整

　　　　　 する．

　　　   各圧力 の 上 下 限 設 定値をそれぞれの 現

　　　　　在 地より広 げて ，解 除ス イッ チを押す ．

　　　   各圧 力 が安 定した ら，それ ぞれ の 圧 力 の

　　　　　 上 下 限設 定値 を適切な値 にする，

　 6．2　動脈 圧 ・静脈 圧 ・濾過 圧 異 常上 限 警報

　警報 内容 ：各圧 力 の セ ン サ の 計 測値 が 700 （mmH

g）以 上 になっ たときに発 生 （各圧 力 の セ ン サ の 故 障

の 可 能性もある）

　　 〈対処〉

　　　  回路 にね じれ等が無い か確認 する，

　　　  　穿刺部分 に異 常が 無 い か確認 する．

　　　  各圧 力 の 上 下 限 設 定値 をそ れ ぞれ の 現

　　　　　 在値 在 地より広 げて ， 解 除スイッ チを押

す．

　　　  各圧 力が安 定したら， それ ぞ れ の 圧 力の

　　　　　上下 限設 定値を適切な値 にす る，

　　　  　再発 す るようで あれ ば ， 装置 の 使 用 を中

　　 　　　止 すること．

　 6．3　気泡検 知警報

　警報 内容 ：気 泡検知器 が設 定値 以上 の 気 泡 の 通

過を積算 したときに発生

（気泡が 無 い の に発 生す る場合 は ， 気泡検知器 の 故

障また は血 液 回路 が正 しく装着 され て い な い 可 能性

がある）

　　　  回路の 気泡の 有無を確認 する．

　　　  クラン プ扉を開い て処 置を行う．

　　　  　クラン プ扉を閉じる。

　　　  各圧 力の 上 下限設定値 をそれ ぞ れ の 現

　　　　　在地 より広 げて ，解 除ス イ ッ チを押す ，

　　　  　各圧 力 が 安定 し たら， それ ぞれ の 圧 力 の

　　 　　　上 下限設定値を適切な値 にする．

7．おわ りに

　 ACH −07シ リーズ で の 実績 をもとに開発し た信 頼性

や操 作性 の 高 い 持 続緩徐式血 液浄 化装 置 である．

新た に 開発 した分 割計 量方式 により， 高 い 精度 で ポ

ン プの 制御を行 う．プ ライミン グ補 助機 能や チ ャ ン バ

ー
液面調整機構 は 便利 であり， タッ チ ス イ ッチ 付 き液

晶表示 器 の 採用 や主要な操作部 を前 面 に 集 中配置

することで ，わか りやす い 操作と
一

面管理を実現 した

機 能性の 高さを思わせ る装置 で ある．
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